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１．まえがき

 中国地質調査業協会島根県支部に入会したのは 1980 年位であり、以来 30 年余りに
なる。

1989年に理事となり 1993年支部長になった。今年 2013年に支部長を辞任した。実
に支部長を 20年間したことになる。
 ここで、その間の出来事を振り返り思い出になることを記述してみる。資料が残って

いないため記憶を頼りに記述する。

２．前支部長 島田芳雄氏について

 島田氏は当時自民党の県会議員をされており、現県会議員島田三郎氏の父である。

 偉大な政治家であったが私は根は技術者であると感じていた。秋田工専の鉱山科を出

られたと聞いている。シマダ技術コンサルタントの創業者でもある。

 非常に個性的な人で知事であろうと誰であろうと、間違っていれば厳しく叱責できる

人であった。

 ある時、自分もこの協会の支部長を辞めようと思っている、ついては後のことだが君

以外にいないからお願いしたい。そこの段取りは自分がするからということで 1994年
（平成 6年）に支部長となった。
 当時は私が一番の新参者で、古くからおられる方が多くいたが氏の一声で支部長とな

った。

 氏は個性が強い故一般的にはあまりよく云う人はいなかったが、協会に入っておつき

合いするようになって、この人の偉大さに感服したものだ。

 人は風評で判断してはいけない。自分がつき合う中で自分が判断するものだと云うこ

とを氏を通して学んだ。

３．支部長としての考え

 私は支部長としてどのような考えで行動するか考えた末、前支部長の考えを参考とし

次の行動指針をつくり行動することとした。
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特に「２．経営者の立場を堅持する」は前支部長の考えを踏襲したものである。

 とかくこの業界は営業が主導するところがあった。前支部長はこの点を強く戒め「経

営者懇談会」をつくり経営者だけの懇談の場を設けていた。

 ある時談合問題が取り上げられたとき、この問題は経営者と営業が一緒になって協議

したらと云う意見が出たとき、支部長が云ったのは経営者だけの会ですべきだ。経営上

極めて重要な問題で経営者が心する問題だ。営業は経営者が強く指示する問題である。



 我々の業界の経営者としての問題意識を強く持っておられた事柄として心に残って

いる。

４．事務所の移転

2001年（平成 13年）島根県土質技術研究センター及び島根県支部協会を現位置に移
転した。

 今までのところが狭くなってきていたのと、島根県がソフトビジネスパークをつくり

呼びかけがあったことで、理事会に諮り決定した。当パークへ入所第一号であった。

 景気にかげりが出始めたときであったが、中小企業の高度化資金を活用し商工中金か

ら 2億円の借り入れにより思い切って移転を図った。
 今なお 7千万は残があるが、今では決して出来ないことであった。
 この移転する決断は自分自身かなり迷ったが、前支部長ならどうするかと何度も自問

し、実行すべしと云われている確信をもって決断した。

20世紀から 21世紀へ変わった年に移転することで、関係者をお呼びし盛大に竣工式
を行った。

５．全地連常任理事

2007年～2011年（平成 19年～23年）中国地質調査業協会理事長となり、同時に全
地連の常任理事となった。

 中国地質調査業協会は今まで広島県業者が理事長となっていたが、私が初めて広島県

以外から理事長として選ばれたこととなった。

 この 4年間で行ったことは、地域活性化委員会が初めて設けられて私が委員長になっ
たことである。これは協会会員数が減少の一途を辿り特に地方の脱落が大きく、全地連

の存亡に関わる大きな危機感の中で設けられた。

 委員及び内容は別紙のとおり。

 この提案は発注者への提案と協会内部での行動指針として分かれており、当時の状況

での指針としては時機を得たものと自賛している。委員名【別紙－１】と全文【別紙－

２】を載せておく。

 なお理事会で問題となったのは地質調査業者としての行動指針の「５．協会活動を円

滑かつ活発に展開します」の(1)会員相互の信頼をもととし「和」の精神を以って活動
します。の項で「和」の精神と云う表現はいかがなものかと特に学識理事から意見が出

たが、和を以って貴しとなすと云う日本人の忘れかけている聖徳太子の言葉であること

を強調し理事会を通したことが印象的であった。

６．技術フォーラム松江開催

2009年 9月 10日～11日松江において技術フォーラムを実施した。



 私は常任理事中に松江においてこのフォーラムを実施出来たことを大変嬉しく、誇り

に思っている。

 このフォーラムは㈱応用地質の元社長深田淳夫氏が全地連の技術委員長をされた時

に地質に携わる技術者が一同に会してお互いの技術力を高めることを目的に開催され

たもので、自分の会社だけでなく全国の同業に声をかけられたことは素晴らしいことで、

この火を絶やさないように私たちは継続発展させていく必要がある。

７．其の他の出来事

1994年(平成 6年) 6月 韓国現場見学会

土質試験室見学



通訳は友人の許填先生

1993年(平成 5年) 10月 29日
 中国地質調査業協会 30周年 島田会長より表彰を受ける



1997年(平成 9年) 2月 中国協会理事会後の懇親会

前列左より小谷理事、羽原理事長、宮原技術委員長 三人とも故人となられた

2002年(平成 14年) 5月 14日
 中国地質調査業協会 40周年 表彰を受ける



2007年(平成 19年) 12月
 地質調査業発展の功績で島根県知事溝口善兵衛氏より表彰される

８，あとがき

2013年 5月を以て中国地質調査業協会島根県支部長を辞任した。
この 20年間、私を支えて下さった協会員、理事の皆さん、特に山崎薫、高橋敏夫理

事には長い間支えていただき心から厚く感謝します。

主な思い出に残ることを書いたが、今後は島根県土質技術研究センターの理事長は継

続することになっているので、引き続き努力するつもりでいる。

 土質試験室の内容の充実、地盤情報配信サービスの進展、ボーリングコアの保管シス

テムの運用等今後なすべきことは多い。

 今回はとり急ぎまとめたので今後はこれをベースに資料を揃え整理したい。




